
本特集では， 社会インフラの老朽化が進む一方で維持管理の費用と人員が

減少傾向にあるという課題に着目し， 安心 ･ 安全の確保が困難化しつつある現状を踏まえて，

持続可能性に配慮した材料 ･デバイス技術の創出により安全性と経済性を両立した

持続可能なインフラの実現をめざすNTTの研究開発について紹介する．
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